
錐

R簑㌣叩に1野に警珂の牙析に当一て珂eの分離苧として盤化第三鉄の盤酸酸

蹄絆坤酸雛苧苧知碑静京緒紺擁娩難麟翰嚇紗1巷の援ぞ

雌量分桁に応用い・並・6）及び禾1田7）氏等は鉄を含まぬ・・α・帯液から1騨の1蝉に利

用した、此等の研究に於てFeの抽出に必要な條件を要約す枇ば㌶　　　　　曲

　　（1）鉾は撞化第二鉄の撞酸溶液に於て約α019／鮫躁嚇後㊧濃鑓⑫亀⑳。、一一、一一ふ連1’、、

㍗㍗㌫叢で蛾㌫㌫瞭㍗鷺呼㍗㌃1
叉Ca3ter8に依ればアルミニウムはエーテルにて釜ぐ描階き紬鉦炉事余館ぢ抽セ林碧㌢奉餅

究に於ては鉄がアルミニウムと共存する時・此gエーテルに僕る抽出群を用いて完杢に鉄を1

分離除去し得るやを検討し，可能匁牝ば粘土より純アルミニウムの製出に適用毒んとするも

のである。　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　堀

　ために，先づ從来のエニテルに依る抽出法を遣跡してみた緒果更に嚴密叉は改良すぺ垂点

のある事を知った。

　絢Fe←キ十の定量に沃度法は不正確な値を与へるものとして用いられないが，之に競いて

も勇予め重量分析と比較研究を行い，別報叩e＋＋＋定量に対する重量法と沃度法との此較洲

（第2報）の如く処理する事により・比較的偉法であり且つ正確な精果を輿へる事を知った

ので，以下め実験には此め沃度法を用いて良好な値を得た、

　②貿　　　験

　〔A）処理一　般
　　（ヱ）盤化第二鉄溶液調製

純F・。Cい2瑚の・a2・・を蒸描水（以晦水を記寺）6適当量に溶解して，鰯嘉申

に一聲夜放置後濾遇し，1立に稀釈する。

　　　　α09933羽のNa2S20翁溶液を以て滴牢する。

　　　　α1－N　Na2S2031αα・…αO055859／αc．Fe
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　　　∴0刀09933＿NN恥S2031αc，亨駄⑬O磁粥一g／1違ム暦ε∴／垂．・、、㌧㌧、

　滴　定　緒　果

　此の操作及び趨睡鞍は1！籔亀㌣壊量把潜曾壕1重撃溝垂沃度濠め艶較雀（籍婁鞭籔依俵弧

試液10ααを精確に擦抄一留碗冠池偲稀釈する、㌧

る・此雌発熱咋締零圧にリ坤砕享弾レ内容脆逸鮒るから多・苅雑を
外し圧を猟聯に涜水で外部を蹄レ・振銚五分間㍗蝉碑郷欝置して・暦
に分れた蒔エ？菱矛ル暦を分取して貯、石おく。同隊にして偉骨濃薬q醐整～とタ允沓後用の

　精確に試液秘唐息をビー力一に探捗ぺ瀧意して湯煎上に蒸発範洞李亭、之だ所用濃慶の盤

酸50ααを加べで溶解世しめる。此o溶液はα0029／αo．（F畠入濃度をなる、1枇の際庵徴加

熱を棚へ宛時脚冷後分液漏斗に撞入峻厨濃慶め盤酸だ調製沙存酸確室←デ払む賊鈍め1

一部を以てビーヵ一を洗樵して漏斗に加へた後，残部を漏斗に注入し，内容物を炊き1飛凄ぎ

ぬ様に注意渉て〆骨分閥熱し逐振鑑す鈍埴藍110分問薄置し〆歓暦蜜跳考砂三褐素ラメ当忙

分取し，各凝集愉妻回管に蓮緒レ，揚煎土にて駄h銚琶蒸潜し去る。此のEtherは精滴して

再便用する。∵一

　　　1．エーヂ允液暦よりエニ亨ルを除去し虐毛あ（aプ辞㌧∵㌧一

　　　λ水呼1・・…を畔した1の（・ギ…一∵∵∴1
（5）F・の定専、冬

　　i）（a）の処琴

（4）徽（・）は寸鮒一締帥勢しち一即1蔓噌碑率岬1；松扱㌻
・・ααとなし岬岬を含呼）、汽加ぺそ・坤蝉㌣一炉呼宇
加へて・・一2舶雛坤し；1沃素差蓮嘩ぜしめ㌢癖・細・を宴て絶嬉液嫡色

　　1i）（b）の処理　　一1㌧∴’葦一・嚢∵一！㌧
　（4）で得た・（b）は更に5分間煮沸して，、完全にEt虹erを鰯逐沙，∵袴後氷を赫へて締100

c心とする。之r　H．q跨水わ1⑰q処1を数固胆分げて鑑洋しつ＆注加し多杢部を・加へ鯵っ次後

街5分間鑑拝する。弐に鑑件しつべ徐熱レ派；蓬に軽く51分聞煮沸しで濁剰の賜02を完釜に
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分解し去る、之を冷姜Pした後（a）の如母レて滴嬉曾るめ∴董

〔B〕一測定鯖粟　　　　j　∴　　　　．1　　　・　∵．　1一一

　（五〉1試溝五⑥鰯べを蒸発範濁レ淀後に描路処理をユ風行グた場合の檎鵠牽一一島一

　董）1圃たげ各濃度を＝壊酸を振った酸準ヱ、素ル腫麦洛抽路牽の此歎」冷芦一

撞酸の此重　；L050L060し070L080L085LqgO辞勾鯉蟹泌瑚⑰ユ尋O辱軍‡⑨典玉揖山蚊20u30

滅ぼ鴛㌫1言：1鴛鴛’瀞監搬為五7鮒篇ア鴛簑丞1苫㌘島1㍗島
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1回雑韓に於ける最高描樽率ぼ批重亙1醐遡⑭項反覆2圃振づ粍湾→矛弗を踊溶る場含で捗

る事を無るδ、㌣二＝∵1、一、’一…一∵…　∵’、　　奪二」一、．、一擦一

（富）試演亜牝㌫を蒸発乾潤章充亡そ㊧裳五童摘路処理を1玉圃行久淀場瞥の抽萬奉、1、止

　　　　　　　　　　　　　∴蝸撮つ方紅らテ〃鋼振つた耳ξ茅沙∴掘振藪柁到τグ萎・
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坤瞬蝉しな叶1と餓瞬崎6榊蝉奉が砂？．廿、

　③韮埠童1は唄一早αセ琴岡舜った干一テノ㌧で虞衰抽由し走場倉9抽出奉あ比較｝

一一テル液暦1鮒㌫

…水溝麿鰐鳩」
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〔昼〕緒　雫葦　　　　　　　　串、理髪．
　（1）αO029／ααFe程度の6－N麹酸（比重uOO）溶液に於て最大抽出奉を示す事を更に

精密に再確認した。　　　　　一1ぺ苗、∵∴、二“廿」プ∴冷1一㍗、∴竜。雌、抽

　（2）抽出用盤酸酸性エーテノレは所定6－N捜酸（比重1，100）で反覆2回振鰻されたヱーテ

ルが最大抽出奉を示す事を知った。

　（尋）完奪にFeを抽出し去るには所定酸性エーテル（6－N盤酸で反覆2固振った）で5圃

雫続抽弊甲蠣苧苧る1禅来の讐抽串研亨1よ此卵甲瞥争㌣肇い㌣哨・録裏’婁ガ
　此の研究及び叩e｝定量に対する重量法と沃度法との比較形（第一報）は文部省奨励金

にょ1行1紬であ予・早今畔蝉犬苧石橋坪譲坤掬蝉を昨づ咋療／畔一一
意を表チる、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭細6軸月26目）


